
令和６年度 CS神興学校だより 

 
   
 
 
 

 
 
 
早いもので、令和６年度１学期の終業式を迎えました。大きな事件、事故、熱中症等もなく、

無事終えることができ、ひとまずほっとしています。保護者の皆様、この間、学校経営や PTA活

動にご協力いただき、本当にありがとうございました。 

さて、１学期の学校経営をふりかえり、改めて神興小のよさを考えてみました。それは、 

◎ 集団で何かをする際、団結力が強い。皆でよりよい学校にしようと、意欲的にことにあた 

ることができる。（運動会・委員会活動 等） 
  ※これは、先生方も同じ。子供の可能性を最大限引き出そうと頑張っています。 
◎ 縦割り活動をする際、高学年がリーダーシップを発揮することができる。下学年は、リ
ーダーに協力することができる。（縦割り掃除・学校行事 等） 

 ◎ ＰＴＡや地域とのつながりが強く、「皆で主体性を伸ばそう」など、目標を共有すること
ができる。 

 

 これらはほんの一部ですし、まだまだ伸びます。一方、課題も見えてきました。２学期には、

さらによさと課題を保護者の皆さんとも共有しながら「みんなが楽しい神興小」を共に創ってい

きたいと思っています。  
  

さて、明日から子ども達が楽しみにしている夏休み。長期の休みを少しでも有意義に、そして、

２学期の子ども達にとってプラスに働くような過ごし方をしていただきたいと願っています。

そのための、具体策をいくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 目標冊数を決めて、読書をする。 
  読書が子どもの学力や豊かな心に与える影響は、皆さん、御存知のことと思います。
日頃、忙しくてなかなか、読書の機会がない子どもは、ぜひ、ぜひ、この休み中に本を

手にとってほしいです。ご家族も一緒に読書タイムをもつと、子どもも本に向かう習慣がつき
やすいです。テレビ、スマホから離れて、1日１０分でも、読書を 
する時間をもってみませんか。  

◆ 学習時間、ゲームとの付き合い方、お手伝い等、目標や計画を自分でたてる。 
 ・一日のうち、いつ、何時間、または何を勉強するのか。 
・夏休みの中で、いつまでに、何を終わらせるのか。 
・ゲームはいつ、どれくらいしてよいか。 
・決まってする家の仕事（お手伝い）は何か。 
等々、自分で目標や計画をたて、それに沿って実行することは、今、最も求められてい
る学力といっても過言ではありません。お子さんの年齢なりに、「自分で決めて、自分
で取組む」ことにチャレンジさせてみませんか。 

◆ ２学期初日に向け、助走期間を設ける。 

  家でのんびりだらりと過ごし、さあ、明日から２学期、となると誰でも気が重くなり
ます。休み中も生活リズムを大きくくずさないのは、２学期のスムーズなスタートのた
めです。せめてお盆明けからは、２学期初日に向けて、心と体と物の準備を整えるよう
にしましょう。 

今年度のキーワード：自分がつくる！なかまとつくる！みんなが楽しい神興小！ 

Ｒ６．１学期末号 文責：児島 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

求む！自分からやってみよう！という意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の重点目標は「自分がつくる、なかまとつくる、みんなが楽しい神興小」です。強調した

いのが「自分がつくる」の部分、つまり「自主性」「主体性」です。PTA役員の皆さんと、そういったお話を

していたところ、「夏祭りは、子どもたちに、お客さんとしての参加だけでなく、運営ボランティアとしての参

加を募ってみよう」ということになりました。 

すると、６名の子供たち（５、６年限定）が、出店の企画段階からやってみます！と手を挙げてくれました。 

「楽しい神興小をつくるためにやってみたい」と自分から申し込んでくれた子どもたち、最高にうれしいで

す。これから、野口会長と一緒に、企画を練っていきます。失敗してもＯＫ。子どもたちのチャレンジを、私も

心から応援しています！！ 

 ※夏祭りは８月３１日。ＫＩＺＵＮＡらんち と同日開催です。詳細は別紙お手紙をご覧ください。 

 県立光陵高校も、地域貢献を学校経営のテーマの一つに掲げていらっしゃい

ます。そこで、夏休みに、光陵高校美術部の生徒さんに、水彩絵具を使った絵

画レッスンを開いていただくことになりました。こつを教えてもらいながら夏休み

の自由課題にある絵を学校で描いてみませんか？（夏休みの自由課題ではなく

て、絵が苦手だからという理由での参加も OKです。）昨日配付の申込用紙をご

確認ください。お電話での申し込みも受け付けます。 

光陵高校との協働事業を広げていきます！ 

成果と課題を子どもの言葉で－三者面談－ 
昨年度から導入した「子供が自分の成長と課題を自分の言葉で語る三者面談の実施」。今年度

はもう一歩進んで、１学期も三者面談を行わせていただきます。保護者の皆様、お忙しい中、ご都合

をつけていただき、ありがとうございます。 

従来の「あゆみ」では，子供の様子を限られた文字数で伝えること 

が難しいこともありました。また、どうしても、教師からの一方的な評価 

になってしまい、子ども自身がどう考えているのか、どうなりたいのか  

等にフォーカスすることが不十分でした。 個人懇談も、保護者と教師 

等、大人同士の成果と課題の共有で、肝心の子どもがおざなりに 

なっていたように思います。 

子どもが自身のなりたい自分像と現時点での自分の在り様を、先生や保護者と共に考え、自分の

言葉で表現することが、子どもの「主体性」を伸ばすことになると考えています。うまく言語化できな

いお子さんもいるでしょうが、自分を客観的に見つめ、表現する、目標を立て、粘り強く 

継続する といった力を鍛えていきたいものです。 ご理解とご協力をお願い致します。 

PTA 会長野口さん

と一緒に！ 


